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一
九
九
○
年
代
の
後
半
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
縫
製
産
業
は
急
成
長
を
遂
げ
る
。
こ
の
時
期
、
ヤ
ン
ゴ
ン
で
は
「
新
工

場
と
い
え
ば
、
縫
製
工
場
に
違
い
な
い
」
と
さ
え
言
わ
れ
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
衣
料
品
輸
出
は
、
二
○
○
○
年
度

ま
で
の
五
年
間
で
一
三
倍
に
増
え
た
。
そ
し
て
、こ
の
成
長
を
支
え
た
の
が
、米
国
と
Ｅ
Ｕ
市
場
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

二
○
○
三
年
七
月
、
米
国
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
軍
政
に
対
し
、
同
国
産
品
の
輸
入
禁
止
を
含
む
厳
し
い
経
済
制
裁
を
発

動
し
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
縫
製
産
業
は
そ
の
主
要
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
、
突
然
失
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
お
よ

そ
二
年
が
経
過
し
た
。
現
在
、
同
産
業
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
最
新
の
状
況
を
報
告
す
る
。

●
依
拠
統
計
に
つ
い
て

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
経
済
・
産
業
に
つ
い
て
調
べ
よ
う
と
す
る
時
に
、
つ
ね

に
問
題
と
な
る
の
が
統
計
の
欠
如
と
不
正
確
さ
で
あ
る
。
縫
製
産
業
に
関

す
る
統
計
も
同
様
な
状
況
に
あ
る
。

ま
ず
、
同
産
業
の
業
容
を
知
る
に
は
、
貿
易
統
計
が
重
要
で
あ
る
。
同

国
の
縫
製
産
業
は
、
ほ
と
ん
ど
が
Ｃ
Ｍ
Ｐ
（C

utting, M
aking and 

Packing

）
と
い
う
委
託
加
工
方
式
で
生
産
を
行
っ
て
い
る
。
Ｃ
Ｍ
Ｐ
方

式
と
は
、
主
要
な
原
料
（
生
地
、
付
属
資
材
等
）
を
無
為
替
で
輸
入
し
、

こ
れ
を
国
内
工
場
で
縫
製
し
て
、
製
品
を
全
量
再
輸
出
す
る
と
い
う
、
委

託
加
工
貿
易
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
衣
料
品
の
輸
出
額
の
推
移
が
、
産
業

全
体
の
生
産
動
向
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
。

し
か
し
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
輸
出
統
計
に
は
い
く
つ
か
の
問
題
が
あ
る
。

第
一
に
、
多
重
為
替
レ
ー
ト
の
問
題
で
あ
る
。
同
国
に
は
、
公
定
レ
ー
ト
、

関
税
評
価
レ
ー
ト
、
準
公
定
レ
ー
ト
、
市
場
レ
ー
ト
な
ど
複
数
の
為
替
レ

ー
ト
が
存
在
し
て
い
る
。
貿
易
統
計
が
ど
の
為
替
レ
ー
ト
を
使
っ
て
記
録

さ
れ
て
い
る
の
か
不
明
で
あ
る
。
第
二
に
、
同
国
の
輸
出
に
は
原
則
と
し

て
輸
出
価
額
に
対
し
て
一
○
％
の
輸
出
税
が
課
さ
れ
る
（
但
し
、
Ｃ
Ｍ
Ｐ

方
式
の
場
合
に
は
委
託
加
工
賃
の
み
が
課
税
対
象
）。
こ
の
輸
出
税
を
逃

れ
る
た
め
に
、
輸
出
額
が
過
少
申
告
さ
れ
が
ち
と
な
る
。
第
三
に
、
品
目

別
・
仕
向
地
別
の
輸
出
入
デ
ー
タ
が
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。
ミ
ャ
ン
マ
ー

政
府
が
発
行
す
る
二
つ
の
統
計
集
（Statistical Yearbook

＝
年
刊
、

Selected M
on

thly E
con

om
ic In

dicators

＝
月
刊
）
に
は
、
仕
向
地
別

輸
出
入
デ
ー
タ
、
主
要
品
目
別
輸
出
入
デ
ー
タ
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、

両
者
の
ク
ロ
ス
表
は
一
九
九
三
年
の
発
表
を
最
後
に
、
公
表
さ
れ
て
い
な

い
。
以
上
の
よ
う
な
問
題
点
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
各
国
別
に
論
じ
る
場

合
に
は
、
で
き
る
だ
け
輸
入
国
側
の
統
計
を
利
用
す
る
こ
と
と
す
る
。
当

然
、
輸
出
国
側
の
統
計
と
輸
入
国
側
の
統
計
と
の
間
に
は
、
貿
易
条
件

（
Ｆ
Ｏ
Ｂ
、
Ｃ
Ｉ
Ｆ
な
ど
）
や
記
録
さ
れ
る
時
期
（
輸
送
期
間
）
に
よ
り

発
生
す
る
相
違
が
あ
る
こ
と
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

米国経済制裁を受け、遊休化した設備。ヤンゴンの地
場縫製工場（筆者撮影）
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次
に
、
企
業
・
工
場
数
が
重
要
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
関
す
る
統
計
に
も

問
題
が
多
い
。
本
稿
で
扱
う
の
は
主
に
民
間
の
縫
製
企
業
・
工
場
で
あ
る
。

民
間
工
場
に
つ
い
て
は
、
第
一
工
業
省
の
工
業
監
督
・
検
査
局
に
登
録
義

務
が
あ
る
。
衣
料
工
場
と
し
て
の
登
録
は
二
○
○
五
年
五
月
時
点
で
二
三

六
所
あ
る
が
、
こ
の
統
計
も
新
聞
や
雑
誌
に
時
々
掲
載
さ
れ
る
こ
と
は
あ

る
も
の
の
、
定
期
的
に
公
表
さ
れ
て
は
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
企
業
名
は

公
表
さ
れ
な
い
た
め
、
母
集
団
リ
ス
ト
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
な

い
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
縫
製
企
業
・
工
場
が
い
く
つ
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、

後
で
紹
介
す
る
よ
う
に
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
ガ
ー
メ
ン
ト
製
造
者
協
会
（
Ｍ
Ｇ

Ｍ
Ａ
）
の
推
定
が
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
も
き
ち
ん
と
し
た
企
業
・
工
場
リ

ス
ト
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
第
一
工
業
省
の
登

録
以
外
に
、
民
間
調
査
会
社
が
作
成
し
て
い
る
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
ー
が
あ
る
。

例
え
ば
、Yan

gon
 D

irectory 2005

に
よ
れ
ば
三
九
六
社
、Textile an

d 

G
arm

en
t D

irectory, 2002-03

に
よ
れ
ば
二
九
六
社
あ
る
。
し
か
し
、

い
ず
れ
も
漏
れ
や
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
困
難

な
の
は
、
国
営
企
業
お
よ
び
軍
関
連
企
業
に
関
す
る
デ
ー
タ
が
な
い
こ
と

で
あ
る
。
同
国
の
縫
製
産
業
は
一
九
九
○
年
代
初
め
に
、
主
に
外
資
と
国

営
・
軍
関
連
企
業
と
の
合
弁
、
あ
る
い
は
外
国
バ
イ
ヤ
ー
に
よ
る
こ
う
し

た
企
業
へ
の
委
託
と
い
う
か
た
ち
で
生
産
が
始
ま
っ
た
。
今
で
こ
そ
民
間

企
業
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
が
、
現
在
、
国
営
・
軍
関
連
企
業
が
ど
の
程

度
の
生
産
・
輸
出
を
し
て
い
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
企
業
は

工
業
監
督
・
検
査
局
に
登
録
す
る
必
要
も
な
い
し
、
民
間
調
査
会
社
が
発

行
す
る
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
ー
に
も
載
っ
て
い
な
い
。
そ
の
実
態
を
知
る
す
べ

が
な
い
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
労
働
者
数
に
関
し
て
は
、
事
態
は
よ
り
深
刻
で
あ
る
。
Ｍ
Ｇ

Ｍ
Ａ
に
よ
る
「
推
定
」
は
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
に
は
根
拠
と
な
る
統
計
は

な
い
。
各
工
場
は
郡
（
タ
ウ
ン
シ
ッ
プ
）
の
労
働
監
督
局
に
従
業
員
数
を

届
け
出
る
義
務
が
あ
る
の
で
、
縫
製
工
場
の
立
地
し
て
い
る
ヤ
ン
ゴ
ン

（
お
よ
び
そ
の
周
辺
）
の
タ
ウ
ン
シ
ッ
プ
に
行
っ
て
調
べ
れ
ば
、
正
確
な

労
働
者
数
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
が
こ

の
よ
う
な
努
力
を
し
て
い
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
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図１　ミャンマーの主要品目別輸出

（出所）Statistical Yearbook 2003, Monthly Economic Indicators, September 2004.
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数
字
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
は
「
米
国
経
済
制
裁
に
よ
っ
て
八
○

○
工
場
が
閉
鎖
に
追
い
込
ま
れ
た
」
と
い
っ
た
発
言
を
繰

り
返
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
政
治
的
な
意
図
を
持
っ
た

発
言
で
あ
り
、
割
り
引
い
て
考
え
る
必
要
は
あ
る
も
の
の
、

そ
も
そ
も
正
確
な
数
字
を
つ
か
ん
で
い
な
い
の
か
も
知
れ

な
い
。
米
国
の
経
済
制
裁
の
影
響
を
知
る
た
め
に
も
、
あ

る
い
は
産
業
政
策
を
立
案
す
る
た
め
に
も
、
ま
ず
は
現
状

把
握
が
重
要
で
あ
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
に
は
、
統
計
整

備
の
努
力
が
求
め
ら
れ
る
。

●
重
要
産
業
と
し
て
の
縫
製
業

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
い
て
、
縫
製
業
は
重
要
な
産
業
で
あ

る
。第

一
に
、
外
貨
の
獲
得
源
と
し
て
重
要
で
あ
る
（
図
１

参
照
）。
一
九
九
○
年
代
を
通
じ
て
、
同
国
の
主
要
輸
出

品
目
は
、
豆
類
、
木
材
、
水
産
物
、
コ
メ
な
ど
一
次
産
品

が
中
心
で
あ
っ
た
。
衣
料
品
の
輸
出
は
一
九
九
○
年
代
央

か
ら
徐
々
に
立
ち
上
が
り
つ
つ
あ
っ
た
が
、
急
増
す
る
の

は
一
九
九
九
年
度
（
年
度
は
四
〜
三
月
）
に
お
い
て
で
あ

る
。
こ
の
年
度
に
輸
出
額
は
前
年
度
の
お
よ
そ
六
倍
を
記

録
し
、
全
体
の
輸
出
に
占
め
る
構
成
比
も
三
割
に
達
し
、

最
大
輸
出
品
目
へ
と
躍
り
出
た
。
こ
の
頃
、
ヤ
ン
ゴ
ン
で

は
「
新
工
場
と
い
え
ば
、
縫
製
工
場
に
違
い
な
い
」
と
言
わ
れ
る
縫
製
業

ブ
ー
ム
で
あ
っ
た
。
衣
料
品
輸
出
は
二
○
○
○
年
度
に
も
四
割
近
い
伸
長

を
示
し
た
。
し
か
し
、
米
国
経
済
の
景
気
後
退
や
、
経
済
制
裁
法
案
の
米

国
議
会
へ
の
提
出
な
ど
の
動
き
を
懸
念
し
た
バ
イ
ヤ
ー
の
買
い
控
え
な
ど

に
よ
り
、
二
○
○
一
年
度
に
は
約
二
割
の
減
少
と
な
り
、
早
く
も
ブ
ー
ム

は
去
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
経
済
制
裁
前
の
二
○
○
二
年
度
に
お

い
て
、
衣
料
品
は
天
然
ガ
ス
に
次
ぐ
第
二
位
の
輸
出
品
目
で
あ
っ
た
。

第
二
に
、
雇
用
を
生
み
出
す
産
業
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
縫
製
産
業
は

典
型
的
な
労
働
集
約
産
業
で
あ
り
、
雇
用
創
出
効
果
が
高
い
。
縫
製
産
業

に
従
事
す
る
労
働
者
数
に
関
す
る
正
確
な
統
計
は
な
い
が
、
Ｍ
Ｇ
Ｍ
Ａ
は

米
国
制
裁
前
に
は
三
○
万
人
が
こ
の
産
業
で
働
い
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、

一
般
に
縫
製
産
業
は
労
働
者
に
高
度
な
知
識
・
技
能
を
要
求
し
な
い
た
め
、

教
育
水
準
の
低
い
貧
困
層
の
雇
用
の
受
け
皿
と
し
て
も
期
待
さ
れ
る
。
ミ

ャ
ン
マ
ー
に
お
い
て
は
、
生
産
年
齢
人
口
（
一
五
〜
五
九
歳
）
が
大
き
く
、

か
つ
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
年
齢
層
は
一
九
八
五
年
度
に
は
二
一
○
○
万

人
（
全
人
口
の
五
六
％
）
で
あ
っ
た
が
、
二
○
○
二
年
度
に
は
三
一
○
○

万
人
（
同
五
九
％
）
へ
増
加
し
た
。
ま
た
、
年
少
人
口
（
○
〜
一
四
歳
）

の
構
成
比
も
、
二
○
○
二
年
度
に
お
い
て
三
三
％
と
高
い
。
こ
れ
ら
の
数

字
は
、
過
去
一
七
年
間
に
多
く
の
若
年
層
が
労
働
市
場
に
参
入
し
、
か
つ

今
後
と
も
そ
の
傾
向
が
継
続
す
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
は
、
同
国
に
お
い
て
は
広
範
な
不
完
全
就
業
│
と
く
に
農
村
部
の
女
性

に
つ
い
て
│
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
人
達
へ
い
か
に
仕
事

を
提
供
す
る
の
か
。
雇
用
の
創
出
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
経
済
が
直
面
す
る
重

要
な
課
題
で
あ
る
。

第
三
に
、
同
国
に
お
い
て
は
、
縫
製
産
業
が
事
実
上
た
だ
一
つ
の
輸
出

志
向
型
製
造
業
で
あ
る
と
い
う
点
が
重
要
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
国
民
経

済
に
し
め
る
製
造
業
の
構
成
比
は
一
割
弱
と
小
さ
い
。
投
資
環
境
の
悪
さ

や
政
治
問
題
な
ど
か
ら
、
外
国
直
接
投
資
の
流
入
も
極
め
て
限
定
的
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
縫
製
産
業
の
み
が

世
界
へ
開
か
れ
た
輸
出
製
造
業
な
の
で
あ
る
。
製
造
業
に
お
い
て
経
験
の

浅
い
同
国
の
企
業
家
に
対
し
て
、
縫
製
産
業
は
外
国
の
市
場
、
技
術
、
経

営
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
に
接
す
る
貴
重
な
機
会
を
提
供
す
る
産
業
な
の
で
あ
る
。

●
欧
米
市
場
に
よ
る
成
長

一
九
九
○
年
代
末
の
縫
製
産
業
の
成
長
は
、
主
に
米
国
・
Ｅ
Ｕ
市
場
に

よ
り
牽
引
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
衣
料
品
の
主
要
仕
向
地
で
あ

る
米
国
・
Ｅ
Ｕ
（
一
五
カ
国
）
を
含
む
二
二
カ
国
に
つ
い
て
、
輸
入
国
側

の
統
計
か
ら
作
成
し
た
表
１
に
基
づ
き
、
分
析
を
す
す
め
る
。
参
考
ま
で

に
、
二
○
○
四
年
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
輸
出
統
計
の
数
値
を
併
記
し
て
い
る
。

1997 年 1998 年 1999 年 2000 年 2001 年 2002 年 2003 年 2004 年
〈参考〉2004
（輸出統計）＊

EU（15 ヵ国）
　英国
　ドイツ
　フランス
　スペイン
　イタリア
　オランダ

94.1 
31.9 
23.1 
29.2 
3.5 
4.1 
5.7 

118.0 
26.0 
35.3 
33.8 
3.9 
5.2 
6.8 

155.1 
35.0 
40.6 
51.4 
7.6 
4.1 
10.7 

276.1 
80.8 
65.2 
57.6 
17.0 
13.1 
29.6 

348.8 
97.3 
75.3 
70.6 
26.9 
19.2 
35.1 

307.2 
98.6 
66.1 
61.7 
20.6 
20.7 
9.8 

339.9 
102.6 
90.9 
52.3 
24.2 
21.6 
15.3 

456.8 
139.0 
115.9 
62.9 
43.8 
33.2 
26.0 

144.2 
45.6 
0.3 
14.7 
14.5 
9.3 
2.5 

日本
シンガポール
カナダ
韓国
マレイシア
オーストラリア
米国

1.1 

7.8 
0.1 
0.0 
1.5 
85.3 

2.3 

6.3 
0.0 
0.0 
2.7 

127.8 

2.1 
10.8 
11.6 
0.2 
0.0 
3.6 

185.7 

4.6 
26.5 
31.6 
0.7 
0.0 
2.5 

403.5 

7.5 
28.4 
29.5 
3.3 
0.5 
3.0 

408.0 

15.0 
22.2 
22.0 
1.7 
1.6 
0.3 

298.6 

32.2 
29.2 
19.9 
5.0 
2.8 
0.2 

232.7 

44.8 
23.6 
12.3 
6.3 
3.2 
0.3 
0.0 

27.0 
11.5 
3.7 
13.2 
4.4 
6.0 
0.2 

合計 ( 上記 22 ヵ国） 189.8 257.2 369.1 745.5 829.0 668.5 661.8 547.3 225.8 

表１　主要国のミャンマー衣料品輸入額 （単位：100 万ドル）

（出所）World Trade Atlas. 但し、＊のみミャンマー通関統計。
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米国による経済制裁発動後のミャンマー縫製産業

こ
れ
を
み
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
両
者
の
間
に
は
大
き
な
差
異
が
あ
る
。

例
え
ば
、
二
○
○
四
年
の
ド
イ
ツ
向
け
輸
出
は
輸
入
国
統
計
に
基
づ
く
と

Ｅ
Ｕ
全
体
の
二
五
％
を
占
め
る
の
に
対
し
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
輸
出
統
計
に
よ

る
と
ほ
と
ん
ど
実
績
が
な
い
。
筆
者
が
実
施
し
た
二
○
○
五
年
六
月
の
企

業
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
で
は
、「
現
在
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
縫
製
企
業
が
生
き
残
っ
て

い
る
の
は
ド
イ
ツ
向
け
の
お
か
げ
で
あ
る
」
と
の
声
が
し
ば
し
ば
聞
か
れ

た
。
も
ち
ろ
ん
訪
問
し
た
企
業
は
限
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
輸
入
国
側
の

数
字
の
方
が
こ
う
し
た
現
場
の
声
と
整
合
的
で
あ
る
。

さ
て
、
一
九
九
七
年
に
お
い
て
、
二
二
カ
国
に
よ
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
衣
料

品
の
全
輸
入
に
占
め
る
米
国
市
場
の
シ
ェ
ア
は
四
五
％
、
Ｅ
Ｕ
市
場
の
そ

れ
は
五
○
％
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
米
国
の
輸
入
が
急
伸
し
、
二
○
○
○

年
に
は
米
国
市
場
が
五
四
％
を
占
め
た
。
一
方
、
Ｅ
Ｕ
の
シ
ェ
ア
は
三
七

％
へ
と
低
下
し
た
。
二
○
○
一
年
に
入
る
と
、
前
述
し
た
理
由
に
よ
り
、

米
国
市
場
の
伸
長
に
急
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
る
。
二
○
○
一
年
上
期
（
一
〜

六
月
）
の
輸
入
額
は
前
期
比
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
、
そ
の
後
二
○
○
三
年
七

月
の
経
済
制
裁
ま
で
、
大
き
く
回
復
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、
こ

の
時
期
は
Ｅ
Ｕ
向
け
も
伸
び
悩
ん
だ
た
め
、
二
○
○
二
年
時
点
で
米
国
・

Ｅ
Ｕ
市
場
の
シ
ェ
ア
は
四
五
％
前
後
で
拮
抗
し
て
い
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
衣
料
品
の
お
よ
そ
九
割
は
、
こ
の
二
大
市
場
へ
輸
出
さ
れ
て

い
た
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
衣
料
品
の
米
国
・
Ｅ
Ｕ
市
場
へ
の
輸
入
が
伸
び
た
要
因
の

一
つ
は
、
多
国
間
繊
維
取
り
決
め
（
Ｍ
Ｆ
Ａ
）
に
よ
る
ク
オ
ー
タ
の
存
在

で
あ
っ
た
。
米
国
と
Ｅ
Ｕ
は
外
国
か
ら
の
繊
維
・
衣
料
輸
入
に
対
し
、
数

量
制
限
を
課
し
て
き
た
（
但
し
、
二
○
○
五
年
一
月
に
撤
廃
）。
具
体
的

に
は
、
輸
出
各
国
に
ア
イ
テ
ム
毎
に
ク
オ
ー
タ
を
設
定
し
、
こ
れ
を
こ
え

る
輸
出
を
認
め
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
対
し
て
は
、
米
国

が
六
ア
イ
テ
ム
に
つ
い
て
ク
オ
ー
タ
を
設
定
し
て
い
る
の
み
で
、
Ｅ
Ｕ
は

全
て
フ
リ
ー
・
ク
オ
ー
タ
で
あ
っ
た
。
こ
の
フ
リ
ー
・
ク
オ
ー
タ
で
の
輸

出
を
求
め
て
、
バ
イ
ヤ
ー
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
縫
製
企
業
に
オ
ー
ダ
ー
を
出
し

た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
低
賃
金
に
よ
る
委
託
加
工
賃
の
安
さ
と
い
う

競
争
上
の
優
位
点
も
あ
っ
た
も
の
の
、
電
力
や
輸
送
コ
ス
ト
な
ど
を
含
め

た
ト
ー
タ
ル
・
コ
ス
ト
は
必
ず
し
も
安
価
で
は
な
か
っ
た
し
、
生
産
・
輸

送
の
リ
ー
ド
・
タ
イ
ム
の
面
で
も
、
中
国
な
ど
と
比
較
し
て
不
利
で
あ
っ

た
（
こ
の
辺
の
事
情
は
、
拙
稿
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
縫
製
業
」
本
誌
第
七
七

号
所
収
、
二
○
○
二
年
二
月
を
参
照
）。

こ
の
よ
う
に
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
縫
製
産
業
は
Ｍ
Ｆ
Ａ
体
制
の
恩
恵
を
享
受

す
る
か
た
ち
で
成
長
し
て
き
た
が
、
そ
の
撤
廃
を
目
前
に
し
て
、
産
業
全

体
の
生
産
性
の
向
上
、
国
際
競
争
力
の
向
上
に
取
り
組
む
必
要
に
迫
ら
れ

て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
米
国
政
府
に
よ
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
産
品
の
輸
入

禁
止
と
い
う
制
裁
措
置
は
、
こ
う
し
た
時
期
に
発
動
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

●
米
国
経
済
制
裁
の
影
響

二
○
○
三
年
七
月
、
ブ
ッ
シ
ュ
米
大
統
領
は
「
二
○
○
三
年
ビ
ル
マ
自

由
・
民
主
主
義
法
」
に
基
づ
き
、
対
ミ
ャ
ン
マ
ー
経
済
制
裁
の
大
統
領
令

を
発
出
し
た
。
こ
の
経
済
制
裁
は
、
①
ミ
ャ
ン
マ
ー
産
品
の
輸
入
禁
止
、

②
米
国
内
に
お
け
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
の
資
産
凍
結
、
③
軍
政
幹
部
の
米

国
へ
の
入
国
禁
止
な
ど
を
主
な
内
容
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
現
軍
政
が
人

権
・
民
主
化
問
題
で
目
に
見
え
る
改
善
を
し
た
と
大
統
領
が
認
証
す
る
ま

で
、
こ
の
経
済
制
裁
は
続
く
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
経
済
制
裁
に
よ
り
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
国
内
で
は
経
済
活
動
に
様
々
な
障
害
が
生
じ
た
。
卑
近
な
例

を
挙
げ
れ
ば
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
内
で
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ
、
ダ
イ
ナ
ー
ス
、
ア
メ
リ

カ
ン
・
エ
キ
ス
プ
レ
ス
な
ど
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
カ
ー
ド
が
使
用
で
き
な
く

な
っ
た
。
ド
ル
建
て
の
貿
易
決
済
が
困
難
に
な
っ
た
こ
と
が
原
因
と
さ
れ

る
。当

然
、
最
も
大
き
な
影
響
は
、
輸
入
禁
止
措
置
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
輸
出
統
計
に
よ
れ
ば
、
制
裁
直
前
の
二
○
○
二
年
度
に
お
い

て
、
対
米
輸
出
は
全
輸
出
額
の
一
割
程
度
を
占
め
て
い
た
。
同
国
の
輸
出

（
お
よ
び
そ
れ
に
伴
う
外
貨
収
入
）
に
致
命
的
な
打
撃
を
与
え
う
る
シ
ェ

ア
で
は
な
い
が
、
か
と
い
っ
て
無
視
し
う
る
大
き
さ
で
も
な
い
。
そ
し
て
、

対
米
輸
出
の
大
部
分
は
衣
料
品
で
あ
っ
た
。
米
国
輸
入
統
計
に
よ
れ
ば
、

二
○
○
一
年
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
の
輸
入
は
四
億
七
○
○
○
万
ド
ル
、
う

ち
衣
料
品
は
四
億
一
○
○
○
万
ド
ル
（
全
体
の
八
七
％
）
で
あ
っ
た
。
衣
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米国による経済制裁発動後のミャンマー縫製産業

料
品
バ
イ
ヤ
ー
が
制
裁
発
動
を
見
越
し
て
買
い
控
え
た
二
○
○
二
年
に
お

い
て
も
、
全
輸
入
三
億
五
六
○
○
万
ド
ル
の
う
ち
、
衣
料
品
は
二
億
九
九

○
○
万
ド
ル
（
全
体
の
八
四
％
）
を
占
め
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
今
回
の

経
済
制
裁
は
衣
料
品
（
＝
縫
製
産
業
）
を
狙
い
打
ち
し
た
も
の
に
他
な
ら

な
い
。
そ
れ
で
は
、
米
国
の
経
済
制
裁
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
縫
製
産
業
に
ど
の

よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

第
一
に
、
輸
出
（
＝
生
産
）
が
減
少
し
た
。
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
ミ

ャ
ン
マ
ー
縫
製
産
業
の
成
長
は
米
国
と
Ｅ
Ｕ
市
場
に
支
え
ら
れ
て
き
た
。

そ
の
主
要
市
場
の
一
つ
が
失
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
の
衣

料
品
の
輸
出
は
、
制
裁
前
の
二
○
○
二
年
度
に
四
億
三
九
○
○
万
ド
ル

（
内
、
米
国
向
け
二
億
五
一
○
○
万
ド
ル
）
で
あ
っ
た
が
、
制
裁
後
の
二

○
○
四
年
度
に
は
二
億
二
六
○
○
万
ド
ル
と
ほ
ぼ
半
減
し
た
。
そ
れ
で
も
、

若
干
減
少
幅
が
小
さ
く
な
っ
た
の
は
、
Ｅ
Ｕ
向
け
が
堅
調
で
あ
っ
た
こ
と
、

日
本
向
け
の
輸
出
が
伸
び
た
こ
と
に
よ
る
。

第
二
に
、
こ
う
し
た
輸
出
の
大
幅
な
減
少
を
受
け
て
、
多
く
の
工
場
が

閉
鎖
に
追
い
込
ま
れ
た
。
残
念
な
が
ら
、
い
く
つ
の
縫
製
企
業
・
工
場
が

閉
鎖
に
追
い
込
ま
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
何
人
の
労
働
者
が
失
業
し
た
の
か

を
知
る
統
計
は
な
い
。
そ
も
そ
も
、
制
裁
以
前
に
縫
製
企
業
・
工
場
が
い

く
つ
あ
っ
た
の
か
さ
え
、
正
確
に
は
分
か
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、
き
ち
ん

と
し
た
統
計
に
よ
る
裏
付
け
は
な
い
も
の
の
、
Ｍ
Ｇ
Ｍ
Ａ
の
ミ
ン
・
ソ
ー

会
長
に
よ
る
推
定
を
紹
介
す
る
。
Ｍ
Ｇ
Ｍ
Ａ
の
正
式
メ
ン
バ
ー
は
五
三
社

に
す
ぎ
な
い
が
（
二
○
○
五
年
六
月
時
点
）、
当
協
会
は
政
府
通
達
な
ど

を
縫
製
業
者
に
伝
達
す
る
た
め
に
連
絡
網
（
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
メ
ン
バ

ー
を
含
む
リ
ス
ト
）
を
有
し
て
お
り
、
こ
れ
が
同
国
の
縫
製
業
者
の
ほ
ぼ

全
て
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
会
長
に
よ
れ
ば
、
制
裁
前

の
ピ
ー
ク
時
（
二
○
○
○
年
末
か
ら
二
○
○
一
年
初
め
）
に
お
い
て
、
縫

製
工
場
は
お
よ
そ
四
○
○
工
場
あ
っ
た
。
こ
の
中
に
は
、
ミ
シ
ン
が
二
○

〜
三
○
台
と
い
う
下
請
け
生
産
専
門
の
零
細
・
小
規
模
工
場
が
約
一
○
○

工
場
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
が
米
国
経
済
制
裁
を
受
け
た
後
、
二
○
○
五

年
六
月
時
点
で
は
約
一
八
○
工
場
に
ま
で
減
少
し
た
と
言
う
。
生
産
量
の

減
少
に
よ
り
下
請
け
生
産
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
た
め
、
零
細
・
小
規

模
工
場
は
真
っ
先
に
な
く
な
っ
た
。
縫
製
産
業
に
従
事
す
る
労
働
者
数
は
、

ピ
ー
ク
時
の
三
○
万
人
か
ら
、
現
在
は
一
二
万
人
程
度
に
減
少
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
、
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
労
働
者
数
を
六
割
減
と
推
定
し

て
い
る
の
は
、
生
き
残
っ
た
工
場
に
お
い
て
も
人
減
ら
し
が
す
す
ん
で
い

る
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

第
三
に
、
委
託
加
工
賃
が
下
落
し
た
。
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
同
国
の

輸
出
向
け
縫
製
産
業
は
ほ
と
ん
ど
が
Ｃ
Ｍ
Ｐ
方
式
に
よ
る
委
託
加
工
で
あ

る
。
輸
入
に
あ
た
っ
て
決
済
が
生
じ
な
い
た
め
、
外
貨
不
足
を
背
景
と
し

て
厳
し
い
輸
入
規
制
が
存
在
す
る
同
国
に
適
し
た
貿
易
形
態
と
さ
れ
る
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
縫
製
産
業
に
お
い
て
は
、
原
材
料
を
国
内
で
調
達
す
る
い

わ
ゆ
る
「
Ｆ
Ｏ
Ｂ
」
と
い
わ
れ
る
形
態
が
非
常
に
少
な
い
。
こ
れ
は
国
内

の
川
上
・
川
中
産
業
の
未
発
達
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
縫
製

産
業
は
他
の
国
内
産
業
と
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
結
局
、
海

外
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
受
け
取
る
委
託
加
工
賃
の
み
が
彼
ら
の
収
入
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
委
託
加
工
賃
が
、
下
落
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
実
証
す
る

統
計
デ
ー
タ
は
な
い
も
の
の
、
筆
者
が
お
こ
な
っ
た
聞
き
取
り
調
査
に
お

い
て
も
、
ほ
と
ん
ど
の
企
業
が
委
託
加
工
賃
の
低
下
を
嘆
い
て
い
た
。
こ

れ
は
経
済
制
裁
に
よ
り
遊
休
化
し
た
生
産
設
備
を
何
と
か
稼
働
さ
せ
よ
う

と
、
少
な
い
オ
ー
ダ
ー
を
取
り
合
う
ダ
ン
ピ
ン
グ
的
受
注
合
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
た
結
果
で
あ
る
。
海
外
バ
イ
ヤ
ー
も
こ
う
し
た
状
況
に
つ
け
込
み
、

委
託
加
工
賃
を
叩
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
供
給
サ
イ
ド
の
輸
出
統
計
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
）、
需
要
サ

イ
ド
の
輸
入
統
計
（
米
国
・
Ｅ
Ｕ
な
ど
）
の
数
字
に
表
れ
る
以
上
に
、
ミ

ャ
ン
マ
ー
縫
製
業
者
の
減
収
率
は
高
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
一
般
に
委
託

加
工
賃
は
輸
出
価
格
（
Ｆ
Ｏ
Ｂ
）
の
一
割
程
度
と
言
わ
れ
る
。
仮
に
、
従

来
一
○
○
ド
ル
（
う
ち
委
託
加
工
賃
一
○
ド
ル
）
の
製
品
を
輸
出
し
て
い

た
場
合
、
委
託
加
工
賃
の
半
減
は
輸
出
価
格
を
九
五
ド
ル
（
う
ち
委
託
加

工
賃
五
ド
ル
）
へ
引
き
下
げ
る
。
輸
出
額
の
減
少
は
五
％
に
留
ま
る
が
、

委
託
加
工
賃
は
五
○
％
減
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
数

量
の
減
少
と
相
俟
っ
て
、
縫
製
業
者
の
収
入
は
大
き
く
減
少
し
て
お
り
、

こ
れ
が
労
賃
の
切
り
下
げ
（
ボ
ー
ナ
ス
や
残
業
代
の
カ
ッ
ト
）
に
つ
な
が
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っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。

以
上
か
ら
、
米
国
経
済
制
裁
に
よ
り
、
輸
出
額
（
＝
生
産
額
）、
工
場

数
、
労
働
者
数
、
委
託
加
工
賃
、
賃
金
の
い
ず
れ
も
大
幅
に
減
少
し
た
と

判
断
で
き
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
縫
製
業
は
大
打
撃
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

●
縫
製
企
業
の
対
応

こ
れ
ま
で
縫
製
産
業
が
全
体
と
し
て
受
け
た
影
響
を
み
て
き
た
。
こ
こ

で
は
、
縫
製
企
業
が
経
済
制
裁
と
い
う
イ
ン
パ
ク
ト
を
受
け
、
実
際
に
ど

の
よ
う
な
対
応
を
し
た
の
か
、
そ
の
具
体
例
を
紹
介
し
よ
う
。
い
ず
れ
も

筆
者
が
二
○
○
五
年
六
月
に
訪
問
し
た
企
業
・
工
場
の
事
例
で
あ
る
。

Ａ
社
は
一
九
九
四
年
、
民
間
の
縫
製
企
業
と
し
て
は
最
も
早
い
時
期
に

創
業
し
た
。
社
長
は
中
国
系
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
、
実
際
に
工
場
を
経
営
し
て

い
る
の
は
韓
国
人
の
夫
人
で
あ
る
。
社
長
は
商
工
会
議
所
の
共
同
事
務
局

長
で
も
あ
り
、
同
国
の
縫
製
業
界
を
代
表
す
る
経
営
者
の
一
人
で
あ
る
。

創
業
後
、
順
調
に
事
業
を
拡
大
し
、
制
裁
前
に
は
六
工
場
を
有
し
て
い
た
。

し
か
し
、
経
済
制
裁
を
受
け
、
二
工
場
を
閉
鎖
、
四
工
場
に
集
約
し
た

（
二
○
○
三
年
九
月
）。
労
働
者
は
四
○
○
○
人
を
三
○
○
○
人
に
減
ら

し
た
。
制
裁
前
は
米
国
向
け
七
割
、
Ｅ
Ｕ
向
け
三
割
で
あ
っ
た
が
、
現
在

は
ド
イ
ツ
を
中
心
と
す
る
Ｅ
Ｕ
向
け
の
み
で
あ
る
。
二
工
場
を
閉
鎖
す
る

際
に
、
そ
れ
ま
で
Ｅ
Ｕ
向
け
生
産
に
従
事
し
て
い
た
工
場
の
労
働
者
を
残

し
、
設
備
を
集
約
し
た
工
場
に
転
勤
さ
せ
た
。
米
国
向
け
生
産
に
従
事
し

て
い
た
労
働
者
は
解
雇
さ
れ
た
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
再
編
を
し
た
か
と
い

う
と
、
労
働
者
の
技
能
を
重
視
し
た
か
ら
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。
米
国
向

け
は
ス
ペ
ッ
ク
が
シ
ン
プ
ル
で
縫
製
が
簡
単
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ロ
ッ
ト

が
大
き
い
た
め
習
熟
す
る
ま
で
に
多
少
の
不
具
合
が
で
て
も
、
許
容
さ
れ

る
不
良
率
内
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
Ｅ
Ｕ
向
け
は

デ
ザ
イ
ン
が
複
雑
で
縫
製
が
難
し
い
。
か
つ
、
ロ
ッ
ト
が
小
さ
い
た
め
高

い
歩
留
ま
り
が
要
求
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
Ｅ
Ｕ
向
け
を
経
験
し
て
い
た

工
場
の
労
働
者
の
方
が
残
さ
れ
た
。
但
し
、
委
託
加
工
賃
は
半
分
以
下
に

な
っ
て
い
る
。
日
本
市
場
に
参
入
し
た
い
が
、
要
求
品
質
を
達
成
で
き
な

い
。
縫
製
業
界
で
は
「
日
本
向
け
は
日
本
人
に
し
か
で
き
な
い
」
と
言
わ

れ
て
い
る
、
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
将
来
の
展
望
に
つ
い
て
は
、「
経
済

制
裁
は
現
軍
政
が
あ
る
限
り
続
く
。
軍
政
が
政
権
を
降
り
る
こ
と
は
な
い

の
で
、
経
済
制
裁
も
続
く
」
と
の
認
識
を
示
し
た
上
で
、「
他
の
分
野
へ

の
事
業
展
開
を
考
え
て
い
る
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

Ｂ
社
は
一
九
九
九
年
か
ら
操
業
を
開
始
し
た
民
間
縫
製
企
業
で
あ
る
。

四
人
の
中
国
系
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
が
、
資
金
を
出
し
合
っ
て
創
業
し
た
。
縫

製
産
業
に
参
入
し
た
の
は
「
時
が
来
て
い
た
」
か
ら
。
実
際
、
二
○
○
○

年
ま
で
は
と
て
も
儲
か
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
制
裁
前
は
全
量
を
米
国
へ
輸

出
し
て
い
た
。
現
在
は
全
て
Ｅ
Ｕ
向
け
で
あ
る
。
二
○
○
三
年
八
月
か
ら

一
○
月
ま
で
工
場
を
閉
鎖
し
て
い
る
。
こ
の
際
、
四
五
○
人
の
労
働
者
全

員
が
解
雇
さ
れ
た
。
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
注
文
を
受
け
、
同
年
一
一
月
に
新
た
に

労
働
者
を
雇
用
し
て
再
開
し
た
。
現
在
は
一
五
○
人
で
操
業
し
て
い
る
。

二
○
○
三
年
下
期
に
は
九
割
の
縫
製
工
場
が
閉
鎖
し
て
い
た
と
言
う
。
委

託
加
工
賃
は
半
分
以
下
に
下
が
っ
て
い
る
。
平
均
賃
金
は
制
裁
前
の
三
万

五
○
○
○
チ
ャ
ッ
ト
（
市
場
レ
ー
ト
で
一
ド
ル
＝
約
一
○
○
○
チ
ャ
ッ

ト
）
か
ら
、
二
万
チ
ャ
ッ
ト
へ
下
が
っ
た
。
今
年
（
二
○
○
五
年
）
末
ま

で
操
業
し
て
み
て
、
進
退
を
決
め
る
つ
も
り
で
あ
る
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。

Ｃ
社
は
一
九
九
八
年
に
創
業
、
二
○
○
○
年
に
第
二
工
場
を
建
設
し
た
。

制
裁
前
は
米
国
へ
二
割
、
Ｅ
Ｕ
へ
八
割
を
輸
出
し
て
い
た
。
制
裁
後
は
Ｅ

Ｕ
（
ド
イ
ツ
中
心
）
へ
九
割
、
カ
ナ
ダ
へ
一
割
輸
出
し
て
い
る
。
制
裁
前

に
労
働
者
は
一
一
○
○
人
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
六
○
○
人
に
減
少
し
て

い
る
。
二
○
○
三
年
末
ま
で
は
解
雇
せ
ず
に
従
業
員
を
維
持
し
て
い
た
が
、

二
○
○
四
年
に
入
っ
て
徐
々
に
解
雇
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
な
っ
た
。

そ
れ
で
も
、
Ｃ
社
は
米
国
市
場
へ
の
依
存
度
が
低
か
っ
た
の
で
、
何
と
か

生
き
延
び
て
い
る
。
今
年
の
水
祭
り
（
二
○
○
五
年
四
月
中
旬
）
以
降
、

状
況
は
良
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
平
均
賃
金
は
制
裁
前
も
現
在
も

二
万
チ
ャ
ッ
ト
で
あ
る
。

Ｄ
社
は
一
九
九
五
年
に
設
立
さ
れ
た
、
香
港
資
本
一
○
○
％
の
外
国
企

業
で
あ
る
。
親
会
社
は
海
外
に
多
数
の
縫
製
工
場
を
有
し
て
お
り
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
工
場
は
当
社
が
最
後
に
建
設
し
た
工
場
で
あ
る
。
労
賃
の
安
さ
に

惹
か
れ
て
進
出
を
決
め
た
。
最
も
早
い
時
期
に
進
出
し
た
外
国
縫
製
企
業

アジ研ワールド・トレンド No.120（2005．９）─4849─アジ研ワールド・トレンド No.120（2005．９）



分析リポート
米国による経済制裁発動後のミャンマー縫製産業

の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
国
営
企
業
や
軍
関
連
企
業
と
の
合
弁
で
な

く
、
独
資
に
よ
る
進
出
は
珍
し
い
。
但
し
、
土
地
と
建
物
は
軍
関
連
企
業

か
ら
借
り
て
い
る
。
工
場
長
は
中
国
系
マ
レ
ー
シ
ア
人
。
制
裁
前
は
米
国

向
け
に
六
割
、
Ｅ
Ｕ
向
け
に
四
割
輸
出
し
て
い
た
。
現
在
は
日
本
向
け
九

五
％
、
マ
レ
ー
シ
ア
向
け
五
％
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
向
け
に
は
ユ
ニ
フ

ォ
ー
ム
、
作
業
着
を
中
心
に
輸
出
し
て
い
る
。
制
裁
前
か
ら
日
本
の
バ
イ

ヤ
ー
と
交
渉
し
、
日
本
市
場
へ
の
参
入
を
準
備
し
て
い
た
。
日
本
向
け
は

品
質
要
求
が
高
く
、
こ
れ
を
ク
リ
ア
ー
す
る
の
が
大
変
だ
っ
た
。
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
地
場
企
業
が
日
本
市
場
へ
出
せ
る
可
能
性
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
と

考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
日
本
向
け
は
Ｇ
Ｓ
Ｐ
（
特
恵
関
税
）
が
適
用

さ
れ
る
の
で
関
税
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。
制
裁
前
は
六
〜
七
工
場
に
下
請
け
に

出
し
て
い
た
が
、
現
在
は
自
分
た
ち
の
設
備
を
稼
働
す
る
の
が
精
一
杯
で

あ
る
。
ま
た
、
制
裁
前
に
は
外
国
人
技
術
者
二
五
名
が
駐
在
し
て
い
た
が
、

現
在
は
三
名
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
平
均
賃
金
も
制
裁
前
の
三
万
五
○
○

○
〜
四
万
チ
ャ
ッ
ト
よ
り
、
現
在
は
二
万
八
○
○
○
チ
ャ
ッ
ト
に
下
が
っ

た
。
今
は
赤
字
続
き
で
将
来
展
望
も
明
る
く
な
い
、
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

以
上
、
米
国
を
主
要
市
場
と
し
て
き
た
縫
製
企
業
は
多
く
、
経
済
制
裁

に
よ
り
深
刻
な
影
響
を
受
け
た
様
子
が
分
か
る
。

●
縫
製
業
の
新
た
な
展
開
│
Ｅ
Ｕ
お
よ
び
日
本
市
場
の
台
頭

し
か
し
な
が
ら
、
同
時
に
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
縫
製
業
者
は
生
き
残
り
を
か

け
て
、
仕
向
地
転
換
や
新
市
場
の
開
拓
を
図
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
仕
向
地

転
換
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
っ
た
の
は
Ｅ
Ｕ
で
あ
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
縫
製
業

者
は
自
社
ブ
ラ
ン
ド
を
も
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
基
本
的
に
は
海
外

バ
イ
ヤ
ー
の
オ
ー
ダ
ー
を
待
つ
し
か
な
い
。
そ
れ
で
も
、
海
外
バ
イ
ヤ
ー

の
価
格
・
納
期
な
ど
の
要
望
に
柔
軟
に
応
じ
る
こ
と
で
、
Ｅ
Ｕ
向
け
オ
ー

ダ
ー
の
獲
得
に
成
功
し
た
。
結
果
と
し
て
、
経
済
制
裁
が
発
動
さ
れ
た
直

後
の
二
○
○
三
年
後
半
か
ら
、
Ｅ
Ｕ
向
け
に
輸
出
ド
ラ
イ
ブ
が
か
か
っ
て

い
る
。
Ｅ
Ｕ
向
け
は
二
○
○
三
年
下
期
に
は
前
年
同
期
比
で
一
五
％
の
増

加
、
二
○
○
四
年
上
期
に
は
同
五
一
％
、
二
○
○
四
年
下
期
に
は
同
二
四

％
の
伸
び
を
み
せ
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
主
要
国
別
に
み
る
と
、
ド
イ
ツ
、
英
国
、

ス
ペ
イ
ン
向
け
の
伸
び
が
目
立
つ
。
二
○
○
二
年
と
二
○
○
四
年
の
輸
入

実
績
を
比
較
し
て
み
る
と
、
ド
イ
ツ
が
約
五
○
○
○
万
ド
ル
、
英
国
が
四

○
○
○
万
ド
ル
、
ス
ペ
イ
ン
が
一
二
○
○
万
ド
ル
の
増
加
を
示
し
て
い
る
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
縫
製
企
業
が
、
Ｅ
Ｕ
向
け
増
産
を
比
較
的
容
易
に
達
成
で

き
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
同
国
が
Ｅ
Ｕ
向
け
の
生
産
に
お
い
て
、

す
で
に
経
験
を
有
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
考
え
て
み
れ
ば
、
ミ
ャ
ン
マ

ー
縫
製
業
が
勃
興
し
た
一
九
九
○
年
代
半
ば
以
来
、
Ｅ
Ｕ
市
場
は
米
国
市

場
と
同
様
に
重
要
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。
Ａ
社
の
事
例
に
示
さ
れ
る

と
お
り
、
経
済
制
裁
前
か
ら
Ｅ
Ｕ
向
け
衣
料
の
生
産
に
携
わ
っ
て
き
た
労

働
者
は
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
労
働
者
を
有
効
活
用
す
る
こ
と

で
、
Ｅ
Ｕ
向
け
生
産
の
困
難
さ
（
小
さ
な
ロ
ッ
ト
、
複
雑
な
ス
ペ
ッ
ク
、

高
度
な
縫
製
技
術
、
高
い
品
質
基
準
、
厳
し
い
納
期
）
を
克
服
し
て
い
っ

た
。
こ
う
し
た
基
礎
的
条
件
の
上
に
、
委
託
加
工
賃
の
低
下
が
加
わ
り
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
縫
製
業
者
は
Ｅ
Ｕ
向
け
オ
ー
ダ
ー
を
獲
得
で
き
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
日
本
へ
の
輸
出
の
伸
び
も
顕
著
で
あ
る
。
二
○
○
四
年
に
は
輸

入
額
で
二
二
カ
国
中
、
英
国
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
に
次
い
で
第
四
位
、

全
体
の
八
％
の
シ
ェ
ア
を
占
め
る
に
至
っ
た
。
但
し
、
日
本
向
け
は
二
○

○
一
年
頃
か
ら
着
実
な
伸
び
を
示
し
て
お
り
、
必
ず
し
も
米
国
経
済
制
裁

に
よ
る
仕
向
地
転
換
効
果
の
み
が
要
因
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
Ｄ
社
の

よ
う
に
経
済
制
裁
を
契
機
と
し
て
、
全
面
的
に
日
本
向
け
へ
転
換
し
た
企

業
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
技
術
水
準
の
高
い
外
資
系
企
業
に
よ
る
、
む
し
ろ

例
外
的
事
例
で
あ
る
。
日
本
市
場
は
欧
米
市
場
と
異
な
り
、
低
価
格
の
量

産
定
番
品
に
関
し
て
も
、
品
質
基
準
が
非
常
に
高
い
。
そ
の
た
め
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
よ
う
に
日
本
向
け
生
産
の
経
験
の
浅
い
と
こ
ろ
で
は
、
立
ち
上

げ
当
初
は
日
本
人
技
術
者
が
常
駐
し
、
徹
底
的
な
生
産
・
品
質
管
理
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
る
。
そ
れ
故
、
そ
れ
ま
で
欧
米
市
場
を

相
手
に
し
て
き
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
縫
製
業
者
が
、
簡
単
に
参
入
で
き
る
マ

ー
ケ
ッ
ト
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
こ
数
年
の
日
本
向
け
輸
出
の
伸
び
は
、
誰
に
担
わ
れ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
主
に
現
地
へ
進
出
し
た
日
系
企
業
、
お
よ
び

日
系
企
業
の
支
援
を
受
け
た
外
資
系
企
業
で
あ
る
。
日
本
市
場
に
販
売
ル

日本向けユニフォームを生産する外資企業。
米国経済制裁後に日本市場へ参入した（筆
者撮影）
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分析リポート
米国による経済制裁発動後のミャンマー縫製産業

ー
ト
を
も
つ
日
系
企
業
が
当
地
に
工
場
を
建
設
し
直
接
生
産
に
乗
り
出
す
、

あ
る
い
は
技
術
力
の
高
い
外
資
系
縫
製
企
業
（
韓
国
系
な
ど
）
に
対
し
て

丹
念
に
技
術
指
導
を
行
い
な
が
ら
委
託
生
産
す
る
、
と
い
っ
た
形
態
が
と

ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
現
時
点
で
は
、
少
数
の
企
業
（
一
○
社
以
内
）

が
日
本
向
け
生
産
の
八
〜
九
割
を
担
っ
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。

し
か
し
、
日
本
企
業
に
と
っ
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
衣
料
生
産
拠
点
と
し
て

魅
力
的
で
あ
る
。
第
一
に
、
特
別
特
恵
措
置
（
Ｌ
Ｄ
Ｃ
特
恵
措
置
）
に
よ

り
同
国
で
生
産
さ
れ
る
衣
料
品
に
は
関
税
が
か
か
ら
な
い
。
第
二
に
、
い

わ
ゆ
る
「
中
国
＋
１
」
戦
略
に
基
づ
く
、
リ
ス
ク
分
散
の
候
補
国
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
地
場
企
業
の
技
術
力
が
向
上
す

れ
ば
、
将
来
的
に
は
彼
ら
の
日
本
市
場
へ
の
参
入
も
不
可
能
で
は
な
い
だ

ろ
う
。
以
上
か
ら
、
今
後
と
も
日
本
向
け
生
産
・
輸
出
は
伸
び
て
い
く
も

の
と
思
わ
れ
る
。

●
課
題
と
展
望

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
と
っ
て
縫
製
業
は
重
要
な
産
業
で
あ
る
。
米
国
の
経
済

制
裁
は
こ
の
産
業
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
た
。
そ
の
影
響
の
度
合
い

を
、
正
確
に
数
字
で
示
す
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
本
稿
で
紹
介
し
て

き
た
幾
つ
か
の
統
計
と
筆
者
の
現
地
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
か
ら
総
合
的
に
判
断
し

て
、
一
時
期
、
企
業
・
工
場
数
、
労
働
者
数
を
半
分
以
下
に
す
る
程
の
イ

ン
パ
ク
ト
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
但
し
、
何
人
か
の
縫

製
業
者
の
発
言
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
経
済
制
裁
直
後
の
最
悪
期
は
脱
し
、

二
○
○
五
年
に
入
っ
て
か
ら
景
況
は
上
向
き
つ
つ
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
し
て
も
、
米
国
市
場
を
失
っ
た
ま
ま
で
は
、

他
の
低
開
発
国
の
よ
う
に
縫
製
産
業
を
初
期
経
済
発
展
の
牽
引
役
と
し
て
、

非
熟
練
労
働
者
に
対
す
る
雇
用
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
貧
困
削
減
に
貢

献
す
る
、
と
い
っ
た
開
発
戦
略
を
描
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
米
国
の
経
済

制
裁
が
傷
つ
け
て
い
る
の
は
、
縫
製
企
業
家
で
あ
り
、
労
働
者
で
あ
り
、

そ
し
て
労
働
集
約
産
業
を
起
爆
剤
と
す
る
開
発
戦
略
そ
れ
自
体
で
あ
る
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
い
て
縫
製
産
業
は
、
世
界
へ
開
か
れ
た
唯
一
の
工
業

の
「
窓
」
で
も
あ
る
。
同
国
で
先
進
国
市
場
を
相
手
と
す
る
製
造
業
は
縫

製
産
業
の
み
で
あ
る
。
他
の
主
要
輸
出
品
は
ガ
ス
・
鉱
物
の
よ
う
な
天
然

資
源
で
あ
り
、
豆
・
海
老
・
木
材
の
よ
う
な
一
次
産
品
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
産
品
の
生
産
・
輸
出
に
は
、
体
系
的
な
工
程
・
品
質
管
理
、
大
量
の
労

働
者
の
組
織
化
、
高
度
な
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
は
必
要
な
い
。
近
代
的
生

産
技
術
と
い
う
の
は
│
工
場
文
化
の
よ
う
な
ソ
フ
ト
も
含
め
て
│
、
実
際

に
大
規
模
生
産
に
取
り
組
む
こ
と
で
獲
得
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
大
規
模

生
産
自
体
が
学
習
過
程
で
あ
り
、
そ
れ
が
製
造
業
の
基
礎
体
力
を
強
化
す

る
。
製
造
業
に
経
験
の
浅
い
ミ
ャ
ン
マ
ー
企
業
に
と
っ
て
、
初
期
投
資
コ

ス
ト
が
小
さ
く
、
汎
用
技
術
を
利
用
す
る
縫
製
産
業
は
、
近
代
的
工
業
経

営
を
学
ぶ
格
好
の
「
場
」
な
の
で
あ
る
。

ま
た
、
縫
製
産
業
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
が
産
業
振
興
の
あ
り
方
を
学
ぶ

た
め
の
教
材
と
も
な
り
得
る
。
こ
の
産
業
は
世
界
市
場
を
相
手
に
し
て
お

り
、
か
つ
外
資
を
含
む
民
間
企
業
が
主
要
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
あ
る
。
同
国

政
府
の
産
業
振
興
の
常
套
手
段
│
す
な
わ
ち
、
消
費
者
の
嗜
好
や
品
質
に

無
頓
着
な
製
品
を
、
国
内
市
場
の
み
を
対
象
と
し
て
、
国
営
工
場
に
数
量

目
標
を
与
え
て
生
産
さ
せ
る
│
は
、
こ
こ
で
は
通
用
し
な
い
。
縫
製
産
業

の
振
興
策
は
、
民
間
企
業
の
生
産
性
向
上
に
資
す
る
べ
く
、
イ
ン
フ
ラ
を

整
備
し
、
貿
易
・
投
資
環
境
を
整
え
、
技
術
移
転
を
促
し
、
人
材
養
成
を

行
う
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、

急
成
長
す
る
縫
製
産
業
か
ら
い
か
に
税
金
（
外
貨
）
を
吸
い
上
げ
る
か
の

み
に
腐
心
し
て
い
て
は
ダ
メ
で
あ
る
。

今
や
、
縫
製
産
業
は
大
競
争
時
代
に
入
り
、
中
国
は
も
と
よ
り
、
ベ
ト

ナ
ム
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
と
も
競
う
時
代
に
な
っ
た
。
た
だ

で
さ
え
、
競
争
環
境
は
厳
し
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
上
、
米
国

市
場
を
失
っ
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
縫
製
産
業
の
前
途
は
、
誠
に
厳
し
い
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
振
興
を
諦
め
て
し

ま
え
る
ほ
ど
、
そ
れ
は
軽
微
な
産
業
で
も
な
い
。
い
か
に
し
て
、
縫
製
産

業
の
復
活
を
図
る
の
か
。
官
民
挙
げ
た
、
知
恵
と
努
力
が
試
さ
れ
て
い
る
。

（
く 
ど
う　

と
し
ひ
ろ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
新
領
域
研
究
セ
ン
タ

ー
）
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